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の機密を紹介した血

顎関節二塵造影法は単純造影法と較べると万上下関節

腔や関節m板などの解剖構造のより詳細な観察が葡才能で

ありチ関節萱雪板の前方転位畢穿孔などの軟組織蛮骨ヒを診

断したりテ治療方針の決定をこ際して着用と考えられる中
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従来より耳下腺腫慶の画像診断闘豊Si汲嵐駁)鑑r汲P柚 が

行な卦つれてきたがや爵近ではCTやuSも---磯化しつ
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の魯診断技法の特徴について牽狸するとともをこ,語例に

対照的なCT像が得られた常滑をこついて病理殿繊撃的

な面から考察を加えた｡

体FA:Sの段性霞拠挽病変であることが示唆される所見で共

通であ-雄二が,造影CTをこて-〟--;35-は周辺部が造影され

示した感で対照的であった.この差は病理鼠織学的な細

胞構造上の相違がCT上に反映したものと考えられた

がゥCTで嚢胞性病変を旋転せた給藩が,LTSをこより内

部の窯筋性を指摘され,これが摘出物とよく食っていた

ことは,uSがtyYの限界儀域を補える可能性のある
ことを示唆している.

3)下顎骨に発生した骨肉鷹の且例
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今luj繋我利景教骨稜綴級形成を主体とする下顎骨骨肉

塵を経験した.

巨〕歯部歯肉の腫脹9柊痛を主訴としや既往歴,家族歴灘

をこ特記事項なし
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る程度把握されたが9そのダ謂間組"織-のimvaS豆omの有

無や予内部性状の鑑別が問題となった.エ:ヱ-により,

耳下腺との塵界や性状が予想された血苦痛R互によりもほmEBT
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病変の存在を示しノたが,どのような病変かかこついては,
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わからなかっ漂二,

今回,我櫓ぼ 開院富を初めて画像診断をことり呆れて

みたが,顎顔面儲域でも太いに有効であったのでき今後

言し'T.∴日-･'･--卜貼∴MM Uしい告i吉川才巨r宣告r冊雁

診断を進めて行く事が必費だと思われ溌こ｡

射 新潟県立がんセンタ-画像診断科の紹介
新教 伸二(新潟県立がん恕ンタ-)

鵬-5,息｡全面改築され移転した新潟県立がんセソ伊仙

では,中東放射線部の舶こ画像診断紬 放射線治療鍬
核医学検査料の3部門がある町

このうち奪回は,主として画像診断部門の塵裸の構成,
甘酢姑~･.･ト~二甘､言.

省エネルギ山のための操作廊下,電算化 フィルム自

動搬送システム鶴 それを取り巻く橡 の々工素がされて

いる一驚線テレビ後台,CT2台もダレ-ドアップされ

たものだがタ近櫓MR玉やCRの噂武も予定されてい

る丘また各機器に付属する記録装置として,光ディスタ

が付属している軌 ブ1ルムディジタイザ州も初めて購
瓦されて,将来の PACS化に少しずつ傭えている.

しかし一風 近代化の歪みというか,冷燈房の調節の

不良や,ドアのストッパ山などの小さな悩みも少なくな
い.

5仁老首放線冠に梗塞病変をみとめた----過性
痴呆の且例
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めたが,Ⅹ戒で異常なし 関配昔にて着放線冠を中心をこ

T意の藍藻病巣を認めた.脳代謝賦活剤継続していたと

ニ/,i;巾吏∴Il(;.＼､1恒tけい,肝性脳症十㌦小鑑別に左_･､

たがMR夏形懸および臨床経過から梗塞性病厳と考え
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局所砂金体とも血流の低下は示されなか､つた,


